
一般質問

平成２９年（２０１７年）７月３０日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

▶
市
で
の
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
の

活
用
を
▼

 
質
問　

臼
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
対
し
家
族

丸
ご
と
支
援
を
し
て
い
く
た
め
に
市

と
し
て
何
が
で
き
る
か
。

　

渦
介
護
情
報
を
子
育
て
支
援
拠
点

で
、
保
育
情
報
を
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
提
供
し
て
い
る
か
。

　

嘘
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査

や
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
女
性
だ
け
が
ダ
ブ
ル
ケ
ア

を
担
う
こ
と
な
く
、
子
育
て
、
介
護
、

仕
事
な
ど
を
両
立
で
き
る
環
境
整
備

や
、
男
性
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
子
育
て
相
談
室
な
ど
に
介
護
保

険
べ
ん
り
帳
等
を
、
地
域
包
括
支
援

ふ
え
て
い
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
対
し

家
族
丸
ご
と
支
援
の
早
急
な
実
現
を

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
子
育
て
ガ
イ
ド
等

を
設
置
し
て
い
く
。

　

嘘　

年
度
実
施
の
調
査
で
は
該
当

２８

者
は
い
な
か
っ
た
。
現
在
は
対
策
を

行
っ
て
い
な
い
が
、
日
ご
ろ
の
介
護

相
談
の
中
で
個
別
に
対
応
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
花
小
金
井
北
分
室
の
図
書

館
が
あ
る
建
物
の
１
階
に
返
却
ポ
ス

ト
は
設
置
で
き
る
か
。

　

渦
図
書
館
を
高
齢
者
の
居
場
所
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

教
育
長　

臼
２
階
分
室
前
に
あ
る
返

却
箱
の
１
階
移
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
高
齢
者
に
も
利
用
し
や
す
い
図

書
館
と
な
る
よ
う
運
営
し
て
い
く
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
に

伊
藤　

央
議
員
（
ム
サ
シ
）

北

朝

鮮

の

脅

威

か

ら

市
民
の
安
心
・
安
全
を
ど
う
守
る
か

山
﨑
と
も
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
対
し
家
族
支
援
を
／

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
に

吉
瀨
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
／

磁
気
ル
ー
プ
／
公
園
ト
イ
レ

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

新
入
学
児
童
の
通
学
路
安
全
対
策
と

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
／
防
災
・
防
火
訓
練

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ひ
き
こ
も
り
を
地
域
で
支
え
る
／

公
共
施
設
建
築
等
で
環
境
施
策
推
進
を

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

介
護
保
険
制
度
の
改
定
か
ら
高
齢
者

を
守
る
／
公
共
交
通
の
拡
充

佐
野
郁
夫
議
員（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
小
平
）

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
中
央
教
育

審
議
会
答
申
は
生
か
さ
れ
て
い
る
か

 
質
問　

臼
不
審
者
が
出
た
と
き
の
対

応
を
ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

　

渦
入
学
後
に
不
登
校
等
の
問
題
が

生
じ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
具
体
的
な
行
動
を
示
し
、

日
常
的
な
安
全
指
導
を
進
め
て
い
る
。

保
護
者
に
は
緊
急
メ
ー
ル
を
配
信
し

迅
速
な
連
絡
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

渦
環
境
の
変
化
に
適
応
し
安
心
し

て
中
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
だ
と
捉

え
て
い
る
。
小
・
中
連
携
教
育
を
推

進
し
、
中
学
校
区
ご
と
の
取
り
組
み

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
。

新
入
学
児
童
の
通
学
路
の
安
全
対
策

と
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
小
学
校
、
中
学
校
の
防
災・

防
火
訓
練
の
現
状
は
。

　

渦
近
隣
市
合
同
の
防
災
訓
練
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
各
学
校
で
月
に
１
回
、

避
難
訓
練
及
び
安
全
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。
訓
練
実
施
前
後
に
、
防
災

教
育
副
読
本
等
を
使
用
し
て
防
災
へ

の
関
心
を
高
め
、
訓
練
の
意
義
を
理

解
さ
せ
る
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

市
長　

渦　

年
度
に
都
、
近
隣
４
市

２３

及
び
自
衛
隊
、
東
京
消
防
庁
等
と
の

連
携
に
よ
り
実
施
し
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
実
施
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

防
災
・
防
火
訓
練
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
花
小
金
井
南
町
ル
ー
ト
拡

充
に
つ
い
て
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
武
蔵
野
団
地
の
人
々
の
切
実
な

声
に
対
し
て
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
鈴
木
町
ル
ー
ト
の
継
続
的

運
行
維
持
の
た
め
利
用
促
進
を
中
心

に
検
討
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の

ル
ー
ト
の
拡
大
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

渦
地
域
の
道
路
幅
員
が
狭
い
こ
と

な
ど
課
題
も
多
く
、
武
蔵
野
団
地
周

辺
を
運
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

 
質
問　

臼
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
の
磁
気

花
小
金
井
南
町
と
武
蔵
野
団
地
に
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を

市
は
、
磁
気
ル
ー
プ
を
購
入
し
、

独
自
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
確
立
し
よ
う

ル
ー
プ
を
市
の
他
の
施
設
に
貸
し
出

す
シ
ス
テ
ム
は
確
立
で
き
て
い
る
か
。

　

渦
磁
気
ル
ー
プ
を
市
独
自
で
購
入

し
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
公
民
館
以
外
の
市
の
施

設
で
の
貸
し
出
し
は
、
利
用
団
体
に

運
搬
や
設
置
等
の
慎
重
な
扱
い
を
お

願
い
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

市
長　

渦
磁
気
ル
ー
プ
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
運
搬
方
法
等
課

題
も
あ
る
た
め
引
き
続
き
検
討
す
る
。

 
質
問　

ト
イ
レ
設
置
の
公
園
と
、
う

ち
洋
式
化
し
た
公
園
は
何
か
所
か
。

市
長　
　

公
園
に
設
置
し
、
う
ち　

４０

２６

公
園
に
洋
式
ト
イ
レ
が
あ
る
。

安
全
、
安
心
、
誰
も
が
快
適
に

利
用
で
き
る
公
園
ト
イ
レ
を

 
質
問　

臼　

年
の
介
護
保
険
法
の
改

２６

正
に
よ
る
負
担
増
で
サ
ー
ビ
ス
を
切

り
縮
め
た
例
な
ど
把
握
し
て
い
る
か
。

　

渦
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
と
介
護

医
療
院
の
今
後
の
展
開
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
負
担
増
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
控
え
た
事
例
が
あ
っ
た
が
、

全
体
の
中
で
は
少
数
で
、
利
用
者
の

日
常
生
活
に
直
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
介
護
療
養
病
床
は
経
過
措
置
が

延
長
さ
れ
、
当
面
の
間
、
事
業
が
継

続
さ
れ
る
と
捉
え
て
い
る
。
介
護
医

療
院
は
現
時
点
で
は
介
護
報
酬
等
具

体
的
な
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、

相
次
ぐ
介
護
保
険
制
度
の
改
定
か
ら

高
齢
者
を
守
る
の
が
自
治
体
の
役
割

国
の
検
討
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
小
平
南
西
部
地
域
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
、
現
在
考

え
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ト
案
は
。

　

渦
４
ル
ー
ト
走
行
実
現
後
も
生
じ

る
交
通
空
白
地
域
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

臼
鷹
の
台
駅
西
側
地
域
の
上

水
新
町
、
小
川
町
な
ど
を
通
る
ル
ー

ト
案
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
道
路
幅
員
等
の
課
題
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

　

渦
市
内
の
交
通
機
関
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
民
間
交
通
事
業
者
や
近

隣
市
と
の
連
携
な
ど
、
既
存
の
交
通

の
活
用
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

公

共

交

通

の

拡

充

は

ど

こ

ま

で

進

ん

だ

か

 
質
問　

臼
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

　

渦
行
政
と
し
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

市
長　

臼
一
般
的
に
は
、
地
元
住
民

等
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
、
環

境
や
地
域
の
価
値
の
向
上
等
を
行
う

取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
地
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
、
地
域
の
主
体
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
そ
の
活
動
を
促
進
さ
せ
る

た
め
の
規
制
緩
和
等
の
支
援
や
対
策

等
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
答
申
に
つ
い
て
、
市
で
は

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　

渦
今
後
こ
の
答
申
を
生
か
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

臼
答
申
に
は
、
子
ど
も
の

よ
り
良
い
成
長
を
目
指
し
、
社
会
全

体
、
家
庭
、
学
校
等
が
取
り
組
む
こ

と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
心
の
教
育
の

大
切
さ
は
学
習
指
導
要
領
に
も
趣
旨

は
反
映
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
心
の
教
育
の
充
実
に
は
、
各
家

庭
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
市
民
一
人
一

人
が
答
申
の
趣
旨
を
理
解
し
、
施
策

実
現
を
図
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

平
成　

年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申

１０

は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か

 
質
問　

臼
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対

し
、
国
民
保
護
計
画
で
対
応
可
能
か
。

　

渦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
実
施
の
予
定
は
。

　

嘘
電
子
機
器
を
無
力
化
す
る
電
磁

パ
ル
ス
攻
撃
へ
の
備
え
は
。

　

唄
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
備
え
は
。

　

欝
大
学
内
で
米
日
帝
国
主
義
を
壊

滅
で
き
る
力
を
、
よ
り
一
層
徹
底
的

に
整
え
る
な
ど
と
述
べ
る
朝
鮮
大
学

校
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

　

蔚
朝
鮮
大
学
校
周
辺
で
児
童
を
遊

ば
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
か
ら

不
安
の
声
が
あ
る
。
武
力
攻
撃
事
態

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
市
の
見
解
は
。

北

朝

鮮

の

脅

威

か

ら

市
民
の
安
心
・
安
全
を
ど
う
守
る
か

　

鰻
朝
鮮
大
学
校
へ
の
適
切
な
指
導
、

監
督
を
東
京
都
に
求
め
る
考
え
は
あ

る
か
。

市
長　

臼
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
や
エ
ム
ネ
ッ

ト
を
整
備
し
有
事
に
備
え
て
い
る
。

小
平
市
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
き
、

迅
速
、
的
確
に
対
処
す
る
。

　

渦
東
京
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　

嘘
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
準
じ
た

対
応
を
考
え
て
い
る
。

　

唄
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
に
努
め

職
員
研
修
、
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　

欝
答
弁
を
差
し
控
え
る
。

　

蔚
報
道
の
影
響
に
よ
る
も
の
。
国

の
指
示
で
全
国
一
律
的
に
対
応
す
る
。

　

鰻
求
め
た
こ
と
は
な
く
、
現
在
の

と
こ
ろ
求
め
る
考
え
は
な
い
。

 
質
問　

臼
子
ど
も
・
若
者
の
意
識
・

実
態
調
査
で
の
、
外
出
頻
度
の
質
問

結
果
へ
の
見
解
と
今
後
の
対
応
は
。

　

渦
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
、
高
齢

化
へ
の
見
解
は
。
ま
た
、　

歳
以
上

３０

の
人
に
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

嘘　

年
度
予
定
の
就
労
サ
ポ
ー
ト

２９

事
業
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

市
長　

臼
広
義
の
ひ
き
こ
も
り
は 

１
・
５
％
で
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、

実
態
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
経
済
的
、
社
会
的
孤
立
等
の
問

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。　

歳
３０

以
上
の
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

嘘
未
就
業
の
若
者
を
地
元
企
業
で

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
人
を

地
域
の
中
で
支
え
る
た
め
に

の
就
労
に
つ
な
げ
る
計
画
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
第
二
次
エ
コ
ダ
イ
ラ
・
オ

フ
ィ
ス
計
画
の
目
標
達
成
状
況
は
。

　

渦
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ

る
建
物
の
建
築
改
修
で
は
今
以
上
の

環
境
配
慮
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

嘘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に

つ
い
て
、　

年
度
の
取
り
組
み
は
。

２９

市
長　

臼
達
成
率
は　

％
で
あ
る
。

５２

　

渦
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
等
を
考
慮
し
た
設
計
、
建

築
材
料
の
使
用
等
に
努
め
る
。

教
育
長　

嘘
用
地
を
確
定
し
た
上
で
、

年
度
末
を
目
途
に
基
本
的
な
方
向
性

を
決
定
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
建
築
等
を
チ
ャ
ン
ス
に

さ
ら
な
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
を


